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 しかしながら、本論文の真価は、その着想と方法論にあると考えられる。運慶の彫刻における「表層」
のもつ意味を、すぐれた直観と試行錯誤の積み重ねによって確信をもてるレベルまで論証したことは、
高く評価するべきであろう。材料や制作工程などに関する残された課題については、申請者の今後一層
の研鑽に期待したい。 
 
（作品審査結果の要旨） 
 
 博士論文「彩色が彫刻に与える影響について」というテーマのもと、高野山金剛峯寺不動堂八大童子
のうち矜羯羅童子像を２体模刻制作した。１体は木地［素地］仕上げ、１体は想定復元彩色仕上げをし
た。この像は、鎌倉時代、運慶の作と考えられていることもあり、技術的にも、造形的にも大変優れて
いる。又、童子という像であるため、人間的な写実性を追求しているものとして、重要な作品である。 
 この像を模刻するにあたり、保存修復研究室でよく行っている、３Ｄ計測は、許可が得られなかった
が、同寺の好意により、長期にわたり目視することができたことで、徹底的に形を追求し、２体とも優
れた造形になっている。又、この研究中に２点の先行研究とは異なる発見を指摘している。１つは、割
首していたこと、もう１つは、釧に皮を使用したことの指摘である。想定復元模刻像の彩色については、
この像が鎌倉時代の彩色を良く残しているとはいえ、丹念な観察で造像当初の彩色が、色鮮やかに蘇っ
たことは想像を超えたものである。特に、申請者が注目した、皮膚の部分と衣服の部分の彩色の質感の
違いを検証するにあたり、多くの腹部のテストピースを数多く制作し研究したこと。頭部３体を制作し、
（白土仕上げ、錆漆仕上げ、彩色仕上げ）彩色が彫刻に与える印象の違いを視覚の上で比較できたこと
は、実際に制作を通じて研究をする保存修復講座ならではのものである。論文の補足説明を充分に果た
している。 
 ２体の模刻制作は、大変優れており、この研究を評価したい。 
 
（総合審査結果の要旨） 
 
 鎌倉時代の仏師集団慶派の棟梁であった運慶は、その彫刻性だけでなく、肉身部と衣部の質感の違い
など彩色技法にも特徴があることで知られるが、その実態は不明のままである。修士研究において金剛
峯寺霊宝館所蔵の矜羯羅童子像の現状模刻をたいへん優れた素地像として仕上げた黒栁奈未子は、博士
課程後期において、その彩色技法の解明を研究テーマに選び、研究室としては大きな期待を寄せていた。
しかし残念ながら、1～２年次において顕著な研究の進展が見られず、３年次になってようやく具体的な
作業を開始するにいたったことが悔やまれる。結果としては、一応の形を纏めることはできたが、全て
の面で準備不足の感は否めず、作品の完成度や論文の到達域も、期待に応える水準ではなかった。 
 また論文において、艶のある肉身部の技法の解明に説得力のある成果を挙げ得なかったことによって、
本研究を高く評価することはできない。しかし、「彩色が彫刻に与える影響」という研究テーマに添って、
さまざまな実験や資料を作成し、多彩で興味ある展示を行ったことは評価に値する。 
 
 
